
平成23年7月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（非連結） 

平成22年12月10日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 大盛工業 上場取引所 東 
コード番号 1844 URL http://www.ohmori.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 佐藤 進助
問合せ先責任者 （役職名） 専務取締役 （氏名） 八木橋 勝司 TEL 03-3627-3221
四半期報告書提出予定日 平成22年12月14日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年7月期第1四半期の業績（平成22年8月1日～平成22年10月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年7月期第1四半期 378 △10.1 △89 ― △102 ― △102 ―
22年7月期第1四半期 421 △42.4 △87 ― △89 ― △89 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年7月期第1四半期 △1.32 ―
22年7月期第1四半期 △1.16 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年7月期第1四半期 2,771 1,522 54.9 19.64
22年7月期 2,897 1,627 56.2 21.00

（参考） 自己資本   23年7月期第1四半期  1,522百万円 22年7月期  1,627百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年7月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年7月期 ―
23年7月期 

（予想）
0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成23年7月期の業績予想（平成22年8月1日～平成23年7月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

1,300 6.8 △50 ― △59 ― △60 ― △0.79

通期 3,500 24.6 38 ― 35 ― 31 ― 0.41



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）詳細は、P3「2.その他の情報」をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、P3「2.その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年7月期1Q 77,527,498株 22年7月期  77,527,498株
② 期末自己株式数 23年7月期1Q  39,226株 22年7月期  39,211株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年7月期1Q 77,488,276株 22年7月期1Q  77,488,400株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

業績の状況  

 当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、経済対策効果や海外経済の改善を背景に、景気は緩やかな回復の

兆しは見られたものの、引き続き厳しい雇用情勢や急激な為替相場の変動や株式市況の低迷等により、先行き不透

明感がぬぐいきれない状況にあります。 

 建設業界におきましても、公共投資は依然として減少を続け、民間設備投資も住宅需要の低迷や設備投資意欲の

減退により大幅に落ち込むなど、縮小する市場での受注競争は一層激化しております。 

 このような状況の中、当社におきましては、主力の上・下水道工事の施工におきまして、他社との差別化を図る

ため、より一層技術力の向上及び新技術の開発を推進してまいりました。また、不動産開発部門におきましては、

ＯＬＹ機材の普及を図るため、積極的に新規顧客獲得に向け営業を展開するとともに、販売用不動産も引き続き早

期売却に向け販売促進を図ってまいりました。 

 その結果、当第１四半期会計期間の業績につきましては、受注高3億73百万円(前年同期比18.9％減）、売上高3

億78百万円（前年同期比10.1％減）となりました。 

 収益面につきましては、原価低減、経費削減に努めておりますが、売上高の減少に伴い89百万円の営業損失とな

りました。 

 経常損益面につきましては、支払利息等の支払いにより、1億2百万円の経常損失となりました。 

 四半期純損益につきましては、1億2百万円の四半期純損失となりました。 

 事業の種類別概要は、次のとおりであります。 

（建設事業） 

 建設事業におきましては、依然として公共投資の縮減、落札価格の低価格化が引き続いておりますが、元請受注

に注力し、受注高2億62百万円（前年同期比38.7％減）、売上高2億68百万円（前年同期比30.9％減）、完成工事総

利益18百万円（前年同期比83.1％増）となりました。 

（不動産事業等） 

 不動産事業等におきましては、引き続きＯＬＹ機材の拡販と販売用不動産の早期売却に努め、受注高1億10百万

円（前年同期比248.9％増）、売上高1億10百万円（前年同期比248.9％増）となり、不動産事業等総損失9百万円

（前年同期は5百万円の不動産事業等総損失）となりました。  

（２）財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期会計期間末の資産の残高は27億71百万円となり、前事業年度末に比べ1億26百万円減少いたしまし

た。その主な要因は、完成工事未収入金等70百万円の減少、販売用不動産40百万円の減少等によるものでありま

す。  

 当第１四半期会計期間末の負債の残高は、12億49百万円となり、前事業年度末に比べ21百万円減少いたしまし

た。その主な要因は、未成工事受入金1億41百万円の増加、工事未払金等1億43百万円の減少、預り金4百万円、短

期借入金4百万円の減少によるものであります。  

 当第１四半期会計期間末の純資産の残高は15億22百万円となり、前事業年度末に比べ1億5百万円減少いたしまし

た。その主な要因は、四半期純損失1億2百万円によるものであります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

-2-

㈱大盛工業（1844）　平成23年7月期 第１四半期決算短信（非連結）



キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間における「現金及び現金同等物（以下「資金」という。）」の四半期末残高は、前事業年

度末に比べ24百万円減少し9億11百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況等につきましては、次のとお

りであります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果使用した資金は18百万円（前年同期は34百万円の支出）となりました。これは主に、未成工事

受入金の増加等があったものの、税引前四半期純損失の計上、仕入債務の減少があったことによるものでありま

す。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、主に貸付による支出、貸付金の回収による収入により2百万円（前年

同期は9百万円の資金増加）の資金の減少となりました。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、主に短期借入金の返済により4百万円（前年同期は3百万円の支出）の

資金の支出となりました。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期会計期間までの業績は、概ね平成22年９月14日に公表いたしました通期の業績予想に沿った内容と

なっており変更はありません。  

  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理   

 ①固定資産の減価償却費の算定方法  

 減価償却費の算定方法として定率法を採用している固定資産につきましては、事業年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。  

  

②一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期会計期間末の貸倒実績率が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、

前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

  

③たな卸資産のたな卸高の算定方法 

 当第１四半期会計期間末のたな卸高の算定につきましては、実地たな卸を省略し、前事業年度末の実地たな卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切り下げを行う方法によっております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 これによる、営業利益、経常利益及び税引前四半期純損失に与える影響はありません。 

  

   

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年10月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 911,018 935,894

受取手形・完成工事未収入金等 476,486 546,867

未成工事支出金 51,483 12,102

不動産事業等支出金 111,263 114,338

販売用不動産 176,754 217,114

営業投資有価証券 43,511 49,138

短期貸付金 2,693 2,000

前払費用 5,816 9,934

その他 113,109 131,684

貸倒引当金 △6,906 △16,435

流動資産合計 1,885,231 2,002,640

固定資産   

有形固定資産   

建物 839,774 839,774

減価償却累計額 △611,825 △606,639

建物（純額） 227,948 233,134

構築物 105,918 105,918

減価償却累計額 △102,620 △102,187

構築物（純額） 3,298 3,731

機械及び装置 53,367 53,367

減価償却累計額 △51,868 △51,654

機械及び装置（純額） 1,498 1,712

車両運搬具 6,661 6,661

減価償却累計額 △6,547 △6,530

車両運搬具（純額） 113 130

工具器具・備品 73,187 73,187

減価償却累計額 △61,438 △60,715

工具器具・備品（純額） 11,748 12,471

土地 371,982 371,982

有形固定資産合計 616,590 623,163

無形固定資産 3,394 3,565

投資その他の資産   

長期貸付金 230,063 232,415

破産更生債権等 3,369 3,832

固定化営業債権 255,527 250,900

その他 177,843 178,243

貸倒引当金 △400,734 △396,881

投資その他の資産合計 266,070 268,511

固定資産合計 886,054 895,240

資産合計 2,771,286 2,897,880
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年10月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年７月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 178,272 321,663

短期借入金 613,213 617,213

未払金 7,956 6,386

未払費用 66,053 65,714

未払法人税等 2,085 6,097

未成工事受入金 288,892 147,590

預り金 51,727 56,544

賞与引当金 12,009 6,075

その他 1,887 13,613

流動負債合計 1,222,097 1,240,899

固定負債   

退職給付引当金 13,879 16,367

その他 13,212 13,212

固定負債合計 27,091 29,579

負債合計 1,249,189 1,270,479

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,758,495 1,758,495

資本剰余金 53,475 53,475

利益剰余金 △224,680 △122,250

自己株式 △56,484 △56,483

株主資本合計 1,530,805 1,633,236

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △8,709 △5,834

評価・換算差額等合計 △8,709 △5,834

純資産合計 1,522,096 1,627,401

負債純資産合計 2,771,286 2,897,880
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成22年10月31日) 

売上高   

完成工事高 388,346 268,166

不動産事業等売上高 31,696 110,601

その他の売上高 1,478 39

売上高合計 421,521 378,808

売上原価   

完成工事原価 378,084 249,375

不動産事業等売上原価 37,112 119,752

売上原価合計 415,196 369,128

売上総利益   

完成工事総利益 10,262 18,790

不動産事業等総損失（△） △5,416 △9,150

その他の売上総利益 1,478 39

売上総利益合計 6,324 9,680

販売費及び一般管理費 93,779 99,313

営業損失（△） △87,455 △89,633

営業外収益   

不動産賃貸料 1,653 6,808

その他 4,521 2,450

営業外収益合計 6,174 9,259

営業外費用   

支払利息 4,956 6,684

支払手数料 － 8,778

雑支出 3,367 6,350

営業外費用合計 8,324 21,813

経常損失（△） △89,604 △102,187

特別利益   

貸倒引当金戻入額 446 580

特別利益合計 446 580

税引前四半期純損失（△） △89,157 △101,607

法人税、住民税及び事業税 823 823

法人税等合計 823 823

四半期純損失（△） △89,980 △102,430
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成22年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △89,157 △101,607

減価償却費 6,260 6,744

貸倒引当金の増減額（△は減少） 463 △5,781

退職給付引当金の増減額（△は減少） △278 △2,487

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,314 5,933

受取利息及び受取配当金 △1,073 △642

支払利息 4,956 6,684

売上債権の増減額（△は増加） △100,185 67,253

営業投資有価証券の増減額（△は増加） △106,022 2,752

たな卸資産の増減額（△は増加） △83,285 △2,284

仕入債務の増減額（△は減少） 18,529 △141,228

未成工事受入金の増減額（△は減少） 329,548 141,302

破産更生債権等の増減額（△は増加） 814 428

その他 △12,555 9,121

小計 △27,671 △13,810

利息及び配当金の受取額 1,073 642

利息の支払額 △3,277 △3,470

法人税等の支払額 △4,985 △2,140

営業活動によるキャッシュ・フロー △34,861 △18,778

投資活動によるキャッシュ・フロー   

貸付けによる支出 △4,300 △3,300

貸付金の回収による収入 750 1,100

保険積立金の解約による収入 15,241 －

その他 △1,732 102

投資活動によるキャッシュ・フロー 9,959 △2,097

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △2,150 △4,000

長期借入金の返済による支出 △1,200 －

自己株式の取得による支出 △1 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,351 △4,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △28,252 △24,876

現金及び現金同等物の期首残高 1,454,927 935,894

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,426,674 911,018
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 該当事項はありません。  

  

  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。  

 当社は、建設工事・土木工事の請負、施工、不動産の売買を中心として事業活動を展開しております。従

って当社は「建設事業」、「不動産事業等」を報告セグメントとしております。  

  

各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類 

 建設事業   ：建設・土木工事の施工・監理及び請負業務を行っております。 

 不動産事業等：土地 ・建物の購入販売、及びＯＬＹリース業を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期累計期間（自 平成22年８月１日 至 平成22年10月31日）        （単位：千円）

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、営業投資有価証券の売

買等を行っております。 

  ２．セグメント損失(△) は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。  

   

（追加情報）  

 当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

報告セグメント  

その他 

(注)1 
合計 調整額 

四半期損益

計算書計上

額(注)2  建設事業 不動産事業等 計 

売上高 

(1)外部顧客への売上高 

(2)セグメント間の内部 

  売上高又は振替高  

 

 

268,166

－

 110,601

－

 

  

378,768

－

 

  

39

－

 

  

378,808

－

 

  

－

－

 

  

378,808

－

計   268,166  110,601  378,768  39  378,808  －  378,808

セグメント損失(△)  △62,164  △26,798  △88,962  △670  △89,633  －  △89,633

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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